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分
苑
長 

 
 
 
 
 

如
月 

月
次
祭
挨
拶 

如
月
月
次
祭
に
参
拝
し
て
頂
き

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

昨
年
か
ら
皆
様
方
に
は
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
者
が
非
常
に
拡
大

し
て
い
る
中
で
人
型
大
祓
い
の
ご

用
に
一
方
な
ら
ぬ
ご
奉
仕
を
い
た

だ
き
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

無
事
二
月
三
日
の
節
分
大
祭
に

間
に
合
う
よ
う
に
お
届
け
い
た
し

ま
し
た
。 

瀬
織
津
姫
・
地
方
祭
員
に
ご
奉

仕
さ
れ
た
方
々
お
つ
か
れ
さ
ま
で

し
た
。 

近
年
人
型
活
動
に
ご
尽
力
い
た

だ
い
て
い
た
方
々
が
健
康
上
の
都

合
で
ご
辞
退
さ
れ
て
お
ら
れ
ま
し

た
が
、
お
陰
様
で
名
古
屋
分
苑
と

し
て
人
型
九
千
九
百
五
十
五
体
、 

 

型
代
六
千
四
百
五
十
九
体
、
お
玉

串
三
百
五
十
万
二
千
百
二
十
円
、 

企
業
用
四
十
九
枚
、
お
玉
串
四
十

九
万
円
、
合
計
で
約
四
百
万
円
を

納
め
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。 

尚
、
個
人
で
本
部
へ
持
参
さ
れ

た
方
は
名
古
屋
分
苑
と
し
て
は
扱

い
さ
れ
ま
せ
ん
。
二
月
七
日
付
け

で
本
部
祭
祀
部
よ
り
連
絡
が
あ
り

ま
し
た
。 

人
型
活
動
が
ひ
と
段
落
し
ま
し

た
が
令
和
五
年
用
の
人
型
申
込
が

来
て
い
ま
す
。
五
月
月
次
祭
ま
で

に
は
申
込
枚
数
ポ
ス
タ
ー
の
枚
数

を
連
絡
し
て
下
さ
い
。 

節
分
以
降
大
本
開
教
百
三
十
年

に
入
り
月
次
祭
祝
詞
の
中
で
綾
の

郷
建
設
の
ご
造
営
事
業
が
掉
尾
・

祝
詞
に
は
て
う
び
を
飾
る
と
明
確

に
描
か
れ
て
い
ま
す
。
各
家
庭
で

も
月
次
祭
を
新
し
い
祝
詞
で
奏
上

し
て
下
さ
い
。 

今
月
二
月
五
日
、
月
始
祭
終
了

後
、
令
和
三
年
度
の
会
計
監
査
を

し
て
頂
き
ま
し
た
が
、
監
査
の
中

で
特
に
指
摘
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
温
か
い
ア
ド
バ
イ
ス
を
頂
き
、

今
後
の
会
計
処
置
で
大
い
に
役
立

て
た
い
と
思
い
ま
す
。 

今
日
は
、
こ
の
後
、
令
和
三
年

度
の
決
算
報
告
を
総
代
会
に
て
審

査
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

今
後
の
分
苑
行
事
で
は
二
月
二

十
六
日
（
土
曜
日
）・
二
十
七
日
（
日

曜
日
）
は
従
来
東
海
サ
ミ
ッ
ト
を

長
野
主
会
で
予
定
し
て
い
ま
し
た

が
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
ま
ん

延
防
止
が
発
令
さ
れ
て
い
る
た
め

中
止
に
な
り
ま
し
た
。 

こ
の
機
会
に
、
松
を
植
林
し
て

い
る
可
児
市
の
草
苅
と
海
津
市
の

コ
ン
ク
リ
ー
ト
パ
ネ
ル
撤
去
を
二 

 
 

組
に
分
け
て
行
い
ま
す
。
大
勢
の

方
達
の
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。 名

古
屋
分
苑
の
玄
関
、
東
西
の

南
側
柱
の
腐
食
防
止
を
設
計
施
工
、

森
満
政
様 

金
属
加
工
、
妹
尾
正

治
様
の
ご
奉
仕
で
施
し
て
い
た
だ

き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

三
月
六
日
（
日
曜
日
）
に
は
、

東
海
サ
ミ
ッ
ト
の
縮
小
版
と
し
て

七
教
区
の
主
会
長
と
本
部
総
代
・

東
海
教
区
総
代
・
本
部
審
査
員
二

名
と
特
派
の
計
十
二
名
で
顔
合
わ

せ
と
各
地
の
実
情
を
話
し
合
う
機

会
を
名
古
屋
分
苑
に
集
合
し
て
行

い
ま
す
。 

会
議
の
内
容
に
つ
き
ま
し
て
は

三
月
の
月
次
祭
の
挨
拶
の
中
で
報

告
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

四
月
春
の
大
祭
に
つ
き
ま
し
て

今
回
は
北
一
支
部
の
方
が
大
祭
執

行
委
員
長
で
副
が
、
さ
わ
や
か
支

部
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

す
で
に
慰
霊
祭
の
申
し
込
み
と

大
祭
講
師
の
依
頼
申
請
は
提
出
し

て
い
ま
す
。 

三
月
の
五
日
月
始
祭
終
了
後
各

役
員
会
の
予
定
が
入
っ
て
い
ま
す

が
大
祭
に
つ
い
て
も
会
議
を
行
い

ま
す
。 

今
日
の
月
次
祭
ご
参
拝
誠
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

大本 

名古屋分苑 

分
苑
た
よ
り 

 
 な

ご
み 

 

名古屋分苑 令和 3 年度 収支決算書 

   2月 20日に開催された総代会にて下記のように 

収支決算書が承認されました。 

 
自 令和3年01月01日
至 令和3年12月31日

科目 金額 科目 金　額

玉串料 2,371,980 祭　務　費 489,139

本部交付金 791,792 玉　串　費 360,312

分苑維持献金 1,429,710 教　化　費 234,995

雑収入 8,140 総　務　費 1,185,274

維　持　費 841,175

厚　生　費 109,600

小計 3,220,495

当期収支差額 1,381,127

合計 4,601,622 合　　計 4,601,622

収入の部 支　出　の　部

ひ
と
か
た 

と
う
び 

あ
と 

ほ
ど
こ 



令和 4年 3月号 

 

行
事
報
告 

●
月
始
祭 

二
月
五
日
（
土
） 

参
拝
者 
十
五
名 

 

斎
主 

 

見
田
す
み
子 

祭
員 

 

畠
山 
茂 

進
行 

 

堀 

和
子 

●
月
次
祭 

 

二
月
二
十
日
（
日
） 

参
拝
者 

二
十
六
名 

 

斎
主 

 

飯
田 

和
彦 

祭
員 

 

近
藤 

哲
史 

祭
員 

 

日
比 

達
朗 

典
礼 

 

妹
尾 

正
治 

裏
方 

 

畠
山 

茂 

伶
人 

 

飯
田 

直
美 

伶
人 

 

長
谷
川
美
枝 

伶
人 

 

伊
藤
恵
美
子 

進
行 

 

青
山 

将
士 

●
松
植
樹
地
の
献
労
作
業 

二
月
二
十
七
日
（
日
）
午

前

十

時

か

ら

十

二

時

ま

で

海
津
市
・
可
児
市
の
献
労
作

業

を

二

組

に

分

か

れ

て

行

っ
た
。 

海
津
市
で
は
数
本
の
松
が

枯
れ
た
た
め
、
補
充
・
追
加

植
樹
を
二
十
本
、
行
っ
た
。

併

せ

て

廃

棄

さ

れ

て

い

た

コ

ン

ク

リ

ー

ト

パ

ネ

ル

七

十

枚

ほ

ど

を

ト

ラ

ッ

ク

に

積
み
込
み
撤
去
し
た
。 

参
加
者 

八
名 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

可
児
市
で
は
分
苑
用
の
松

を
二
百
本
ほ
ど
採
取
し
た
。

そ

の

後

に

草

刈

り

な

ど

の

土
地
整
備
を
行
っ
た
。 

参
加
者 

五
名 

●
節
分
大
祭
ご
奉
仕 

二
月
三
日
（
木
） 

 
地
方
祭
員 

日
比
達
朗 

 

瀬
織
津
姫 

國
方
智
世 

行
事
予
定 

三
月
二
十
日
（
日
） 

月
次
祭 

 

午
前
十
時
半
よ
り 

尾
張
戸
神
社 

遥
拝
祭 

前
期
機
関
長
会
議 

四
月
二
日
（
土
） 

 

月
始
祭 

午
後
一
時
半
よ
り 

                

  

言
葉
の
力 

そ
の
④ 

 
 
 
 

特
任
宣
伝
使 

妹
尾 

正
治 

『
一
椀
を
減
ぜ
よ 

人
の
た
め
に 

一
尺
を
譲
れ
よ 

人
の
た
め

に
』
日
出
麿
先
生
の
「
生
き
が
い
の
確
信
」
の
中
の
言
葉
で
、
質

素
に
謙
虚
に
生
き
な
さ
い
と
云
う
お
示
し
で
す
。 

色
々
な
人
が
同
じ
様
な
意
味
合
い
の
言
葉
を
残
し
て
い
ま
す
、

南
米
ウ
ル
グ
ア
イ
の
元
大
統
領
ホ
セ
・
ム
ヒ
カ
さ
ん
は
『
私
は
少

し
の
モ
ノ
で
満
足
し
て
生
き
て
い
る
。
質
素
な
だ
け
で
貧
し
く
は

な
い
』
と
、
又
古
代
の
哲
学
者
セ
ネ
カ
の
言
葉
『
貧
乏
と
は
少
し

し
か
も
っ
て
い
な
い
こ
と
で
は
な
く
、
無
限
に
欲
が
あ
り
、
い
く

ら
あ
っ
て
も
満
足
し
な
い
人
の
こ
と
だ
』
と
言
っ
て
い
ま
す
。
世

界
で
一
番
幸
せ
な
国
ブ
ー
タ
ン
の
国
王
夫
妻
が
２
０
１
１
年
に
来

日
さ
れ
、
こ
の
国
の
「
幸
せ
の
あ
り
方
」
が
一
躍
注
目
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
、
ま
ず
国
の
方
針
が
「
経
済
的
な
豊
か
さ
で
は

な
く 

精
神
的
な
豊
か
さ
を
重
ん
じ
る
」
と
日
本
の
目
指
す
方
向

と
は
随
分
違
い
ま
す
、
さ
ら
に
「
足
る
こ
と
に
よ
る
幸
せ
で
は
な

く 

当
た
り
前
の
生
活
を
送
れ
る
幸
せ
」
を
国
民
が
素
直
に
受
け

止
め
て
い
ま
す
。 

こ
れ
は
、
真
実
で
あ
り
、
そ
う
あ
る
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
が
・
・

中
国
の
明
の
時
代
に
書
か
れ
た
「
菜
根
譚
」
に
は
、
こ
ん
な
言
葉

が
有
り
ま
す
『
地
の
穢
れ
た
る
は
、
多
く
の
物
を
生
じ
、
水
の
清

め
る
は
、
常
に
魚
無
し
』
理
想
は
正
し
い
し
、
間
違
っ
て
は
い
な

い
、
で
も
理
想
だ
け
で
は
息
苦
し
く
な
っ
て
し
ま
う
、
汚
く
見
え

る
土
に
は
栄
養
が
た
っ
ぷ
り
有
っ
て
作
物
が
良
く
育
ち
、
き
れ
い

す
ぎ
る
水
に
は
魚
が
住
め
な
い
と
言
っ
て
い
ま
す
。 

さ
て
、
貴
方
は
何
処
ま
で
理
想
を
追
い
続
け
ま
す
か
？ 

今
回
、
セ
ネ
カ
の
哲
学
書
と
か
洪
応
明
の
菜
根
譚
の
所
在
を
初

め
て
知
り
ま
し
た
（
恥
ず
か
し
い
！
）
私
も
勉
強
し
ま
す
、
是
非

皆
さ
ん
も
！
！ 

 

海津市 

可児市 可児市 


